
                
 

１．実施者 

 申請 2 社（日気サービス・伊藤忠エネクス）、次世代 LPG 軽自動車検討会（エネクス クリーン

パワーエナジー・サイサン・ニッキ・ニッキソルテック・三菱自動車テクノサービス他） 

２．調査概要 

（１）目的 

現在、日本ではタクシー・トラック等で約３０万台のＬＰＧ車が走行している。日本の自動車保

有台数 7700 万台中、軽自動車はガソリン車だけで 2200 万台あるが LPG 車での軽自動車の普及

は数千台規模といわれている。昨年の別の構造改善調査事業調査ではガソリン車から次世代先進型

LPG 車に変更するだけで約 6～13％の CO2 削減効果があることが判明した。軽自動車のＬＰＧ

車も本質的に黒煙・ＰＭを排出せず、低ＮＯｘであるが、燃料供給方式が旧式な「ガスミキサー方

式」であり、ＣＯやＨＣ削減、そして燃費向上や低ＣＯ２化へのこうした排出ガス規制の変更に今の

ままでは追従が困難で生産中止に追い込まれる可能性もある。 

そして、本年の京都議定書発効に伴い、我が国の運輸部門で約２０％を占めるＣＯ２削減が急務と

なっているが、2200万台という大きな母数のガソリン軽自動車が次世代先進型LPG軽自動車に転

換することで大幅なCO2削減を実現する可能性がある。このためには「エンジン排気量が小さく、

大量普及する可能性のある軽自動車」において「ＣＯ２削減効果」がある新たな技術を採用したＬＰ

Ｇ車を調査し、メーカーに開発を促せることにより国内ＬＰＧ車マーケットの活性化、開発競争力

を強化させ既存ＬＰＧスタンドの有効活用、ＬＰＧ車の選択肢の増加による市場活性化を図り構造

改善に資するものとすることを目的とした。 

この実証により、次世代型ＬＰＧ軽自動車と既存のガソリンを燃料とする軽自動車との比較によ

る「ＣＯ２低減可能性」のデータで明示し、ＬＰＧ車の競争力を強化し、ＬＰＧ車を増加させるこ

とで、既存ＬＰガススタンドの有効活用を促し、ＬＰガス自動車市場を活性化させる。 

さらに次世代ＬＰＧ軽自動車の性能向上によるＣＯ２低減と燃費向上に伴うランニングコスト削

減効果を証明することにより、従来のガソリン軽自動車からの転換を図ることでＬＰＧ業界の活性

化を生み出す構造改善に資する調査とした。  

（２）実施方法 

既に昨年の構造改善調査の成果利用車両での国内先進型ＬＰガス自動車事例では、ガソリン比約

12％、ミキサー比約 5％のＣＯ２削減事例があり、本調査では、小排気量・高回転型の軽自動車エ

ンジンに対する LPG 化の技術的課題を調査した。また、出力アップなど性能向上が実現しているＬ

Ｐガス燃料噴射システムを活用する方策と科学的な調査、ＣＯ２を低減する技術可能性を探ると同時

に、開発促進・市販促進を図った。 

１）文献調査による軽自動車市場の動向、ＬＰガス燃料噴射システムの調査・自動車メーカー、改

造・部品メーカー動向技術調査の実施。 

２）ユーザーヒアリングによる次世代ＬＰＧ軽自動車の選定・実証試験（トラック・ライトバン型） 

３）国土交通省系排出ガス公的検査機関による、既存石油燃料と次世代ＬＰＧ車での排出ガス・Ｃ

Ｏ２排出量比較（1ｋｍ走行当り）での科学的かつ公的機関による証明を取得。 

４）次世代ＬＰＧ軽自動車の排出ガス測定（CO,HC,NOx,CO２）及び既存燃料車との対比調査 

５）次世代ＬＰＧ車に対するユーザーの評価・市場反応の調査 
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３．調査結果概要 

１）軽自動車市場は、急激に増加しており 1997 年ごろから、国内自動車需要は横ばい傾向にある

が、軽自動車は増加傾向にあり、2006 年では国内需要の約 35%が軽自動車である。軽自動車が

増加している理由としては、近年のガソリン価格の上昇、家計での収入の減少傾向などの影響から、

一般的に燃費効率が良く、普通乗用車と比べ低価格な軽自動車が増加している。 

２）軽自動車の LPG 車は、過去にはスバル（赤帽向け）、ダイハツ（民間企業向け）が販売されて

おり、現在は三菱自動車工業だけが傘下の三菱自動車テクノサービスから販売しているがガソリン

車より低出力であり、この高性能化と先進化が課題であることが判明した。 

３）軽自動車の LPG 化は、軽自動車特有の「エンジン排気量 660cc・高回転で出力を稼ぐ」とい

う過酷なエンジン環境があり、単なる LPG 改造では耐久性に問題があると判明した。前述のスバ

ル・ダイハツでは CNG エンジンと共通の吸排気バルブを採用しており、三菱はガソリンベースで

も長期間使用を考慮した、強化バルブを採用していることが判明した。 

３）このことから LPG 電子制御気体噴射システムのニッキの VPI システム＋三菱ミニキャブを試

験車として用意し、ベース車と先進 LPG 車での実証試験を行った。 

           

写真：軽自動車先進 LPG 化試験車輌         写真：排出ガス性能試験の模様とエンジンシステム 

２）同一車両・異燃料でのＣＯ２排出量比較では下記のとおり政府目標と同等の削減効果があった。 

   

４．調査結果から得られた効果 

１）軽自動車市場は拡大し続けており、仮に現状の LPG 車普及程度（全自動車の 0.62％）が LPG

化されると想定すると、2012 年までに約 15 万台の市場が見込まれることが判明した。また、

LPG 業界だけでも保有台数の約 28％が軽自動車であり市場性は十分にあることが判明した。 

２）ガソリン軽自動車を先進 LPG 化した場合には、1 台 1km 走行当りで 7.4％の CO2 削減があ

り、上記の市場規模では年間 4 億 7 千トンの CO2 削減が想定されることが判明した。 

３）ガソリン軽自動車を先進型 LPG 車に転換するためには、小排気量・高回転型のエンジン耐久性

を配慮したエンジン吸排気バルブが必要であることが判明した。先進型の燃料供給システムにつ

いては小型な軽自動車エンジンへ活用可能なことが判明した。 

５．調査結果の今後の活用、調査結果を踏まえた今後の取り組み 

 今回の調査で、軽自動車での先進 LPG 車化への技術的な課題及び市場性について明確化された。

今後、商品化への具体的な活動を行い、LPG スタンドや LP ガス業界の 26 万台普及への足がかり

にすると同時に、先進 LPG 軽自動車の自動車メーカー量産化へ向けた活動を行う。さらに「革新的

に CO2 を減少させる LPG 車」の検討可能性についても検討を進めて行きたい。 

６．補助金確定額 ２６，５６５，２６６円 


